
　令和8年６月27日開催の「第24回通常総代会」の決議を受け、JA北河内は

「持続可能な地域の都市農業の振興」「豊かなくらしの支援と地域貢献」「健

全経営による信頼の確保」の三つの柱を基軸とした「第9次総合３カ年計画」

をスタートさせました。
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令和8年度～令和10年度

第９次総合３カ年計画の三つの柱

持続可能な地域の都市農業の振興

豊かなくらしの支援と地域貢献豊かなくらしの支援と地域貢献

健全経営による信頼の確保健全経営による信頼の確保
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地元農産物の地域への提供を基軸に、次世代への農業継承、安全・安心な農産物の販売、自然環境に配慮した

アグロエコロジーに積極的に取り組み、環境負荷を軽減する都市農業の新たな価値創造を図るとともに、営農経済

事業の収支改善により事業基盤の強化に取り組みます。

安全・安心な地元農産物の安定的な供給により地産
地消が拡大している。 
   

共同利用施設が安定的・効率的に運用できている。
  
   

基本方針

持続可能な地域の都市農業の振興持続可能な地域の都市農業の振興

意欲ある新規・既存生産者を対象に、伝統野菜等の有
機・高付加価値農産物の生産と販売体制づくりの確立
を図る。

共同利用施設老朽化や担い手不足で負担増となる共
同利用施設を整備・更新し、事故リスクを低減しつつ地
域農業と食の継続的生産基盤を確保する。 

持続可能な地域の都市農業の振興 持続可能な地域の都市農業の振興 
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環境負荷を軽減する地元農産物の付加価値創造が
図られている。

エコレンゲ栽培米の高温耐性品種への移行と高付加
価値化を進め、集荷・販売体制整備や次代品種の研究
開発に取り組む。

VISION
ビジョン
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　組合員・地域住民が「しあわせ」と「いきがい」を実感できる豊かなくらしを提供します。

　そのために、総合事業を通じて固定観念にとらわれない新たな発想で、組合員・地域住民のくらしに寄り添った

事業活動を展開します。

　また、多様化する社会において、世代に応じた様々なサービスに取り組んでいきます。　  

業務管理体制の見直しと総合事業の発揮に向けた
体制を構築している。
（人を活かし、活かされる仕組みづくり）

基本方針

デジタル環境を整備し、組合員・利用者の利便性が向
上している。
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支店業務(渉外・窓口)の機能性・合理性・網羅性のある
サービス提供と業務体制の仕組みづくり。

組合員の資産を守る活動を行う。

「しあわせ」と「いきがい」をキーワードに支店の若手職
員のアイデアを事業に反映できる仕組み創り。　

デジタルツールの
利用率をあげ、利
便性を向上させ
る。



事業利用を通じて「組合員満足」を実現するためには、健全な財務基盤が必要なことは言うまでもありません。

そのために各事業において事業量の目標を達成するために多様なニーズに対応し、事業内容の変革を図り、経

営基盤の確保に努めてまいります。

職員一人一人に「改善する習慣」が身についており、
６Ｓ  を実践することにより、働きやすい職場環境に
なっている。

組合員・地域住民に、都市農業やＪＡの必要性の理解
が進み、共感の輪が広がり、事業量が拡大している。

VISION

基本方針

「貯蓄から投資へのシフト」への対応 デジタル技術の活用により、アナログ作業を減らし、
組合員ニーズに応える提案に取り組むとともに業務
の効率化に向け「早く・正確に・迷わず」業務を進める
体制を構築する。

健全経営による信頼の確保健全経営による信頼の確保

仕事の仕組み・ルールを見直す６Sサークル活動を実践
することで、業務改善を行う。

(注）６Sとは、整理・整頓・清掃・清潔・しつけ・改善する習慣。これは、
　　単なる美化運動ではなく、企業品質管理・経営管理の基本と
　　なるもの。

ＳＮＳを中心に農業の役割やＪＡ事業推進等への共感を
得る情報を発信し、ＡＩ技術を活用した分析を行い、効率
的・効果的な情報発信を行う。

の化動自「」化ルタジデの業作グロナア「、み組り取にＸＤ
。るめ進を」化率効の有共報情「」化るえ見の事仕「」進推

健全経営による信頼の確保健全経営による信頼の確保

ビジョン

(注）
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投資って聞くと不安があるけど、
でも何もしないのも不安・・・

そもそもNISAと は！？

今からでも間に合うぞう！
国がつくった制度だから

使わないなんてもったいない！

あなたのライフプランの悩みに対して手助けができるのが、国がつくったNISA制度です！
2024年に制度が変わり、さらに使いやすくなりました！
国も普及促進していて、投資信託等の金融商品から得られる利益が非課税になる制度なので、使わないなんてもったいない！
始めるのは今からでも遅くありません。どんな制度なのか詳しく見ていきましょう！

約5人に1人（注1）がNISA口座を保有しています！

金融機関 所轄税務署

申請事項
の提供 不備があった場合は

NISA口座は開設できない。

申請事項の確認

（即日口座開設の場合は口座開設後に
重複開設をチェックし、不備があると

課税口座へ移管）

所轄の税務署へ
申請事項を提供

損益通算とは、税金計算の際に、損失が出た取引の損失と利益が出た取引の利益とを通算することです。通算後に利益があれば、その
利益に対して税金がかかります。NISA口座内での売却益は非課税となり、また売却損はなかったものと取り扱われますので、NISA
口座での取引は課税口座の取引と損益を通算することができません。また、損失の繰越控除はできません。

ＪＡバンクでは、ＪＡバンクアプリからネットでNISA口座開設申込みや投資信託取引がご利用いただけます。詳しくはＪＡバンクホームページ等をご確認ください。

口座開設の流れ

損益通算について

NISAをNISAを
はじめませんか？はじめませんか？

今から始めても
間に合うの？

大きな金額でなくても
できるの？

NISA制度って
よく聞くけど、

みんなやっているの？

はじめるのは
今からでも遅くない！

NISAを利用する個人の 7割は年収500万円未満 で
あり、また、NISA 利用者の過半数は世帯保有金融
資産が1,000万円未満です。NISA制度は中間層を
含めた幅広い層の資産形成のために活用されて
いる制度です。

（注1）金融庁、総務省のデータを引用し、QUICK、農林中央金庫にて作成
（注2）マイナンバー導入前に開設された口座で、非課税保有期間が終了した
ものを2022 年1月1日をもってみなし廃止したため、2021 年12月末時点に
比べて口座数が減少。　（出所）金融庁「NISA口座の利用状況調査」

NISAの利用状況  〈NISA口座数の推移〉
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ＪＡバンクで

大切なお金のためにね！
どんな将来になるか考えるのが楽しいぞう！

ＪＡに行って相談してみよう！

©よりぞう

「貯蓄から投資へ
のシフト」に対応
し、顧客のライフプ
ラン形成に貢献で
きる体制を作る。




